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今
回
の
宗
谷
情
報
と
と
も
に
「
公
務
労
組
連
絡
会
」
の
新
聞
形
式

の
ニ
ュ
ー
ス
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。「
賃
金
水
準
を
平
均
２
％
引
き

下
げ
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
見
出
し
が
目
立
ち
ま
す
。 

私
た
ち
公
務
員
は
労
働
基
本
権

が
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
償

と
し
て
、
公
務
員
と
民
間
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
る
た
め
、
国
は
人
事
院
勧

告
を
行
い
ま
す
。
人
事
院
勧
告
は
国

家
公
務
員
に
対
し
て
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
は
こ
の
勧

告
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
人
事
委
員

会
勧
告
を
出
し
ま
す
。
北
海
道
人
事

委
員
会
と
し
て
、
北
海
道
の
公
務
員

の
処
遇
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

今
回
の
人
事
院
勧
告
は
、
単
年
度
と

し
て
二
〇
一
五
年
度
の
賃
上
げ
を
実

施
す
る
と
し
な
が
ら
、「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
と
し
て
、
給

料
表
を
改
訂
。
平
均
２
％
の
給
与

ダ
ウ
ン
を
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
来
年
度
以
降
、
給

料
評
価
が
今
よ
り
も
低
賃
金
な
も

の
に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手

当
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
宗
谷
管

内
で
は
豊
富
・
猿
払
・
枝
幸
町
歌

登
で
支
給
額
が
ダ
ウ
ン
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

道
人
事
委
員
会
は
、
こ
の
人
事

院
勧
告
を
も
と
に
北
海
道
と
し
て

の
勧
告
を
行
う
準
備
に
入
っ
て
い

ま
す
。
道
教
組
・
高
教
組
は
「
公

務
関
連
労
働
者
が
「
全
体
の
奉
仕

者
」
と
し
て
誇
り
と
尊
厳
を
持
っ

て
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
生

活
に
見
合
っ
た
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
・
充
実
を
は
か
る
こ
と
」

等
を
掲
げ
て
交
渉
を
行
い
ま
す
。 

私
た
ち
も
、
こ
の
問
題
を
多
く

の
教
職
員
の
仲
間
と
語
り
合
い
、

切
実
な
声
を
束
ね
ま
し
ょ
う
。 あなたの給料は何％減？ 

（同封のニュース８面の表を再編集） 

現行３３４，０００円 
→勧告３２７，４００円（－６，６００円） 

改定率は－２．０％ 

８月２４日の大雨により、稚内・礼文で

は甚大な被害が発生しました。土砂崩れで

お亡くなりになられた方々のご冥福をお

祈りいたします。また、被災されたみなさ

んにはお見舞いを申し上げます。 

礼文小学校では、校舎ぎりぎりのところ

まで土砂崩れが迫っていたり、香深中・礼

文小の子どもたちが登校する階段は通行

できない状況など、日常の光景に深い傷跡

を残しています。また、香深中学校の上に

ある教員住宅に通じる道路が崩落し、先生

方の自家用車十台ほどが動かせない状況

になっていて不自由な状況が続いていま

す。大雨から１０日ほどが経過し、元地地

区との交通が復旧しつつあると報道され

ている中で、礼文町内の生活に関わる地域

や道路の復旧はこれからということです。 

礼文町内では学校が避難所となったと

ころもあります。香深井小学校では町民の

みなさんが学校に数十人集まり、協力して

避難所運営（炊き出しなど）を行いました。

東日本大震災以降、防災についての取り組

みについて今一度考えたり、整備をする動

きが活発です。礼文での取り組みを教訓

に、学校と地域、地域の防災について学び

考えるきっかけとなりそうです。 

礼文町を中心として、不便な生活が続い

ているみなさんの一日も早い復旧をお祈

りいたします。 

 

 

 

 

 

 

香深中脇の教員住宅へ通じる道路の様子 

 

稚内・礼文で歴史的大雨 

被災されたみなさんに 
お見舞い申し上げます。 

 

９月２０日は憲法学習会 
稚 内 に 集 お う ！ 
 

６月の猿払を皮切りに、浜頓別・中頓別、利尻・利尻富士、

礼文、枝幸と憲法を学ぶ学習会を開催してきました。稚内では、

ちょっと大きな憲法学習会を行います。講師は明日の自由を守

る若手弁護士の会の神保大地さんです（以前、カラーのパンフ

レットを配布しましたね）。 

稚内だけでなく、ぜひこの機会に町村の各支部のみなさんも

集まって学び合えるといいなぁと思っています。 

日 時  ２０１４年９月２０日（土） 

 １３：３０～１５：３０ 

場 所  稚内総合福祉センター  
稚内市宝来 2 丁目 2 番 24 号 

参加費  無料 

講 師  神保 大地さん 

（明日の自由を守る若手弁護士の会 共同代表） 

演 題  「憲法、教育、未来を守ろう」 

申込み  各分会長さん・各支部まで 
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合同教研での学びは前回紹介した２４の分科会のほ

かに「テーマ討論」があります。毎年、その時のタイ

ムリーな話題について、シンポジウム形式でパネラ

ー・フロアーともに学び合います。 

今年のテーマ討論 

①「暮らしの中の憲法」を広げるために 

②「若者の労働実態」と生きる権利としての労働教育 

③「格差の拡大と貧困」、子どもたちの現状はどうなっ
ているのか 

④「豊かな学び」をつくっていくために 

⑤ 学校、地域で「アイヌ民族」を学ぶ 

今年もやります♪ 

「レポート持って参加します！」と９月中に各支

部に申し込みをされた方には、研修資金として旅費

をちょっとだけ多めに支給します。詳しくは各支部

または宗谷教組本部まで！ 

 

ど
ん
ど
ん
先
生
が
減
り
続
け
る 

今
年
度
か
ら
中
央
委
員
会
が
年

に
一
度
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
の

九
月
は
、
中
央
委
員
会
・
民
主
的

学
校
づ
く
り
学
習
交
流
集
会
、
学

校
づ
く
り
と
人
事
の
学
習
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
忙
し
い
中
で
も

大
事
な
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。 

青年部が毎月学習会を行っています。今までは宗谷教育会館で

開催してきましたが、今回は、はじめて行う挑戦として豊富支部

に協力いただき、学習会と交流会を行いました。 

テーマは「学芸会」。レポート３本、参加者は１２名。これま

で、参加者数では２名とかという月もあって、それでも青年部担

当の書記次長さんはがんばって企画しつづけてきました。 

今回は、豊富の分会長さんの働きかけがありました。 

学習会の意図を大切

にして、職場の先生方に

声をかけてくれました。 

部活のあとに、かけつ

けてくれる先生がいっ

ぱいいました。 

前日まで修学旅行の引率をして、くたくたな中で来てくれた先

生もいました。レポートをもとに交流する学習会。日々の忙しさ

を忘れ、笑いが絶えない交流会と、盛りだくさんの１日でした。 

組合が、こうして目の前の子どもたちのことを語れる学習会を

組織する…ということは、これからの時代にもっともっと大切に

される営みとなるはずです。そうした意味では、今回の学習会を

成功させたという経験を今後につなげていきたいです。参加して

下さった先生、ありがとうございます。 

シリーズ 

 

青年部学習会 

集い学び合おう青年部！ 

 

!? 

文
科
省
が
、
平
成
二
七
年
度

概
算
要
求
を
発
表
し
ま
し
た
。

主
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 ・
新
た
な
教
職
員
定
数
改
善
計

画
を
策
定
す
る
（
今
後
十
年

間
）
。
教
職
員
の
自
然
減
を

補
充
し
な
い
た
め
、
教
職
員

定
数
が
減
少
す
る
（
教
員
の

「
質
」
と
「
数
」
の
一
体
的

強
化
） 

・
地
域
創
生
と
い
う
国
の
施
策

と
関
連
す
る
計
画
が
目
立

つ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
推
進
等
） 

私
た
ち
が
要
求
と
し
て
掲
げ

て
い
る
少
人
数
学
級
の
推
進
、

教
職
員
数
の
増
加
な
ど
と
、
近

い
よ
う
で
か
け
離
れ
た
概
算
要

求
で
す
。
教
職
員
の
自
然
減
（
二

十
七
年
度
三
〇
〇
〇
人
）
に
対

し
て
二
七
六
〇
人
の
定
数
改
善

を
す
る
、
つ
ま
り
は
減
少
分
の

穴
埋
め
は
し
な
い
と
い
う
方
針

で
す
。
ま
た
、
こ
の
二
七
六
〇

人
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
施
策

と
関
連
さ
せ
た
定
数
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
課
題
で
す
。 

昨
年
度
以
降
、
学
校
を
取
り

巻
く
管
理
と
統
制
の
施
策
だ
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
教
職
員
定

数
の
部
分
で
も
学
校
現
場
が
激

励
さ
れ
な
い
方
針
が
目
立
ち
ま

す
。
秋
以
降
は
「
全
国
教
育
署

名
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
私
た
ち
の

思
い
を
乗
せ
な
が
ら
、
要
求
を

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、「
組
織
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
意
識
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。
こ
の

言
葉
か
ら
ど
ん
な
印
象
を
受
け
ま
す
か
？

「
人
を
集
め
る
の
か
な
ぁ
」「
何
か
集
ま
り
を

作
る
の
？
」「
組
織
委
員
会
と
か
言
う
よ
ね
」

「
え
、
な
に
な
に
!?
」
と
い
う
い
ろ
い
ろ
な

言
葉
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

組
合
づ
く
り
を
長
い
間
進
め
て
き
た
大
先

輩
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
組
織
す
る
」
と

い
う
の
は
つ
ま
り
、「
気
遣
い
」「
心
配
り
」

だ
と
言
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
組
合
の
飲
み

会
の
時
に
、
楽
し
く
団
欒
す
る
だ
け
で
な
く

組
合
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
コ
ー
ナ
ー
を

ち
ょ
っ
と
意
識
し
て
設
け
る
。
そ
う
す
る
と
、

組
合
で
集
ま
る
意
義
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
…

と
い
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
そ

れ
で
は
な
く
て
、
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
し

な
が
ら
…
。 

ち
ょ
っ
と
真
面
目
な
部
分
で
は
、
学
習
の

集
ま
り
を
「
組
織
す
る
」。
青
年
部
八
月
例
会

の
記
事
を
書
き
ま
し
た
が
、「
集
ま
ろ
う
」
と

い
う
声
と
そ
れ
に
応
え
る
声
。
そ
し
て
学
ぶ

と
い
う
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
「
組
織
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。 

秋
か
ら
冬
に
向
け
て
は
学
芸
会
・
文
化
祭

な
ど
学
校
の
文
化
創
造
活
動
が
花
開
く
時

期
、
お
の
ず
と
先
生
方
も
学
び
に
準
備
に
一

生
懸
命
に
な
る
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
営
み
と

同
じ
よ
う
に
、
宗
谷
教
組
と
し
て
「
組
織
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
組
合
の
文
化
に
し
て
い

き
た
い
な
ぁ
と
思
う
初
秋
で
す
。 

  

全教自動車保険がキャンペーン 

アンケートに答えてドライブレコーダーを当てよう 
第１回抽選では宗谷から５名当選！ 

全教共済では、全教自動車保険にまつわるアンケートに答えると

抽選でドライブレコーダーが当たるキャンペーンを行っています。 

このアンケートはすでに全教自動車保険に加入している方も、ま

だ加入されていない方も、どなたでも応募できるものです。 

年４回の抽選で全国で総計２，０００名にドライブレコーダーが
当たります。第１回抽選（６月３０日まで応募分）では、宗谷で５

名の先生方が当選、先日ご本人宛てに発送しました。 

この機会に、ぜひ全教自動車保険への加入をご検討ください！ 


